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研究内容 

背景 
 農業および農業関連産業を取り巻く状況悪化 
  全地球的環境変動、国外との競争、高齢化・若者離れ 
 
目的 
 農圃場「現場」で利用可能な分光情報利用型のクラウドセンサ  
 ネットワークの構築による、「現場」の直接情報を社会全体で 
 共有する仕組みの提供とその有効利用法の提案、そのことによ 
 る上記問題への対処 
 
研究開発の重点事項 
 ①クラウド型農分光情報センシングデバイスの開発 
 ②農圃場現場移動型センサネットワークの開発 
 ③クラウド対応センサネットワークプラットフォームの開発 
 ④農産物のブランド化創出支援システムの開発 
 ⑤圃場「現場」での有用性実証試験 



研究開発成果１ 
①クラウド型農分光情報センシングデバイスの開発 

⇒携帯分光デバイス，高精細画像センシンググネットワーク、マ    
 ルチスペクトル画像センサ 

②農圃場現場移動型センサネットワークの開発 

⇒圃場歩行センサロボ、モノレール移動型画像観測システム、ハ  
 ンドフレーミングカメラ 

③クラウド対応センサネットワークプラットフォームの開発 

⇒パブリッククラウド活用データ収集・活用、分光センサ利用プ 
 ラットフォーム 

④農産物のブランド化創出支援システムの開発 

⇒apras(Agricultural PRodust Asist System)   
 AgriSONG(Agricultural SOcial Networking service Gate)  
   フェースブック公開 

⑤圃場「現場」での有用性実証試験 

⇒信越地区（長野県・新潟県）ブランド化果実（クリ、和ナシ、  
   西洋ナシ、リンゴ、アンズ、ブドウ）圃場での運用 



研究開発成果２ 

図5 植物用の広帯域高精細マルチスペクトル画像；(a) X線画像、(b) 可視550nm画像、(c)可視850nm
画像、(d)熱画像

(a) (b) (c) (d)

 

図2 開発した携帯端末型農分光デバイス； (a) スマートフォン型、(b) タブレットPC型、(c) 分光検出部・
表示部分離型
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B G R RGB

Lv.1 0.67 0.49 0.61 0.73

Lv.2 0.25 0.35 0.41 0.53

Lv.3 0.2 0.33 0.54 0.46

Lv.4 0.47 0.17 0.26 0.46

平均 0.40 0.34 0.46 0.55
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図4 スマートフォン型分光デバイスによるブドウ生育度判定実験; (a)サンプル試料、(b) 分光ペク
トル、(c) 判定結果
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今後の展開・波及効果創出 

①精密農業やICT農業への展開 
②IT/ICT興味から誘発される若物の農業参入への期待 
③IT/ICTに熟知した農業者による全く新しい営農形態の出現 
これらによる 
④個人農業経営の強化と、それに伴う 
⑤農業を主産業とする地域経済基盤の安定化や地方の活性化 
⑥日本版農業“知”の海外輸出 
⑦「植物（農産物）－人間（農業）－環境 」教育の場の提供 
⑧農作物情報に主眼を置く新規な生物センサや化学センサの開発 
⑨農業関連産業への農業情報（ビッグデータ）の提供 
⑩農業ビッグデータを取り扱うソフトウェア産業の育成 
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